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大会テーマ 「コラージュ療法を通して

魂の『深み』と『高み』に触れる」
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［鼎談］講演を受けて、コラージュ療法におけるイメージ

表現について考える
［研究発表］事例研究・基礎研究
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第１号通信 2022 年 4 月 
日本コラージュ療法学会第 14 回大会 

コラージュ療法を通して魂の「深み」と「高み」に触れる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程：2022 年 12 月 4 日（日） 9 時 30 分～17 時 

会 場：神戸大学 瀧川記念学術交流会館 

 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1 
・阪急電車｢六甲｣駅、 JR 西日本｢六甲道｣駅又は 
阪神電車｢御影｣駅から市バス 36 系統｢鶴甲団地｣行 
に乗車｢神大文・理・農学部前｣下車。 

・新幹線｢新神戸｣駅からタクシーで約 15 分。  
・詳しい地図のリンク先 

https://www.kobe-u.ac.jp/images/info/outline/facilities/takigawa/takigawa_map.gif 
 
定 員：100 名 
   今回は予約参加のみです。お早めにお申し込みください。 

 コロナ禍が、まだまだ収まらない不安定な状況が続いています。しかし、第 13 回大会は 1 日でしたが、

京都で対面で行うことができました。現状では終熄が見通せないままですが、第 14 回大会は感染対策

をしっかり行い、神戸大学で 1 日開催ということになりました。 

 コロナ禍を通して我々には今まで見えなかったものが見えてきたように思います。コラージュ療法にお

いても新たな可能性と展開が見えてきたのではないでしょうか。神戸は風景構成法を考案された中井久

夫先生に所縁のある場所でもあり、イメージ療法に関する固有の歴史のある場所でもあります。 その神

戸で、今一度コラージュ療法を通したイメージの持つ根源的な力を確認することは意味のあることだと考

えます。 

 神戸は、海と山に挟まれた狭い場所に位置していますが、会場となる神戸大学瀧川記念学術交流会

館は山の中腹に位置しており、開かれたエントランスから、開放的な海と神戸の街を眺めることができま

す。会館から眺めることのできる美しい海と美しい山と空で皆さんをお迎えしたいと思います。 

 海は底知れず深く、山と空は遙か高みを目指します。コラージュが目指すものも、またこのような魂の

「深み」と「高み」ではないでしょうか。 

 コラージュという独自の技法が、通常の描画では表現できないような独自の三次元空間を可能にし、そ

れによって他の技法では表現できないような心的内容をクライエントは伝えることができます。まさに、「深

み」と「高み」がコラージュによって可能になると言ってもいいでしょう。コロナ禍を通して、我々もまた新た

な「深み」と「高み」に触れたのではないでしょうか。  

 今回の大会で、コラージュ療法の新たな次元が皆さんに開かれるのであれば、これにまさる喜びはあり

ません。是非、神戸の地に皆様の足をお運び下さい。 

 

日本コラージュ療法学会第 14 回大会 大会長 伊藤 俊樹（神戸大学大学院） 

                                           

詳しい地図のQRコード 
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プログラム： 

 

☆講 演： 伊藤俊樹（神戸大学大学院） 

「形ないものから形あるものへ～なぐり描き(Mess Painting)法を通してイメージを探る」 

☆鼎 談： 講演を受けて、コラージュ療法におけるイメージ表現について考える 

伊藤俊樹（神戸大学大学院）  

山上榮子（森脇神経内科） 

森谷寛之（京都文教大学・名誉教授／京都コラージュ療法研究所）  

司 会： 今村友木子（金城学院大学） 
 
☆研究発表：事例研究（60 分）・基礎研究（30 分） 
☆総 会：学会員の方はご出席ください。 
 

参加の申し込み： 
１）必要事項の入力 

スマートフォンまたは PC で申し込みフォームにアクセスし、回答をご入力ください。また

は、メールでお申し込みください。 
  https://forms.gle/KppAuegCUJdL788h7 

E-mail : collage.conference@gmail.com 
予約参加申込期限：2022 年 10⽉4⽇（火） 

定員になり次第締め切ります。 
参加の可否はメールでお知らせいたします。 

２）参加費の振込み 

参加の可否について準備委員会から連絡を受けてから、参加費の振

り込みをお願いします。下記口座へお振込ください（郵便局備え付

け用紙やネット振り込みでも可。ただし払込人氏名と参加者名が一

致していること）。 
ゆうちょ銀行 
口座番号： 00850-4-73295 
加入者名： 日本コラージュ療法学会大会準備委員会 
振込みが確認できませんと受付が完了したことになりませんのでご注意ください。 

３）参加費： 

 会員 非会員 
一般 大学院生 一般 大学院生 

大会参加 6,000 円 4,000 円 7,000 円 5,000 円 
 

9:10 9:30-11:30 11:40-12:30  13:30-14:30 14:40-15:40 15:50−16:50  

受付 講演・鼎談 総会 昼休憩 研究発表① 研究発表② 研究発表③ 

第 14回大会申し込み 

QRコード
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◎ご注意 

新型コロナ感染問題による大会中止の場合にはメールでお知らせし、その場合に限って参

加費をお返しします。参加にあたっては、当日朝に自宅等で検温していただき、体温が 37.5

度以上の場合、あるいは体調に問題がある場合には参加をご遠慮ください。その場合の参加

費の返金はできませんが、悪しからずご了承ください。 

◎参加資格について 
大会の参加には，原則として日本コラージュ療法学会会員であることが必要です。ただし，

非学会員でも臨床心理士・公認心理師の有資格者，臨床心理学を学んでいる大学院生，心理

臨床・医療・教育・福祉・産業・司法（矯正）領域等で対人援助職に従事されている方は参

加可能です。なお，事例に関する守秘義務を守れる方に限ります。 
◎メールで参加申し込みをされる方へ 

参加申し込みのメールに次の必要事項を必ずご記入ください。①氏名，②ヨミガナ，③所属，④

会員・非会員の区別，⑤一般・学生の区別，⑥該当する 参加費，⑦連絡先住所，⑧電話番号，

⑨E-mail アドレス 
 

＜研究発表の申し込み＞ 
 
１）研究発表は，口頭発表とします。 
２）口頭発表には，事例研究発表と，基礎研究発表を含みます。 

◇事例研究：１発表あたり討議を含めて 1 時間。 
◇基礎研究：１発表あたり討議を含めて 30 分。 
場合によっては発表形式の希望に添えないことがありますのでご了承ください。 
また，会場や時間の都合により多少の変更があり得ますことをお許しください。 

３）発表事例の条件 
発表事例は「継続中の事例」ではないもの（ただし，中断の事例や経過が長期にわたらざ

るを得ない場合にはこの限りではありません），原則としてクライエントの了承を得たも

のとします。 
４）研究発表者は本学会の会員でなければなりません。発表希望者で会員でない方は，至急入

会の手続きをお取りください。 
５）研究発表の申し込み手続き 

研究発表を申し込まれる方は下記の必要事項をワード文書にご記入いただき，パスワー

ド：collage をかけて 5 月 31 日（水）までにメールで第 14 回大会事務局にお送りくだ

さい。 
件名：第 14 回大会発表申し込み ワード文書：①氏名，②所属，③連絡先住所，④電話

番号，⑤E-mail アドレス，⑥発表形式（事例研究・基礎研究のいずれか），⑦発表タイ

トル，⑧発表の概要（300字以内）⑨キーワード（3 点） 

送付先アドレス：collage.conference@gmail.com 
６）研究発表の上限 

本大会では，基礎研究と事例研究を合わせて 8 件までの発表を上限とします。ただし，
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発表申し込みがすべて事例研究だった場合には 6 件までとします。申し込みが上限を超

える場合には，常任理事会にて発表いただく研究を決定し，申込者に通知します。 
 

＜その他＞ 
１．昼食について 

瀧川記念学術交流会館付近には、飲食店・コンビニがありませんので、各自昼食を用意して

きて下さい。 
２．今後の予定 

4 月       第 1 号通信発送 
5 月 31 日  研究発表申し込み締め切り 
7 月 20 日 発表論文集掲載原稿提出締め切り 
10 月 4 日 大会予約参加申し込み締め切り 
10 月下旬  プログラム・第 2 号通信・発表論文集発送 

３．「臨床心理士」資格更新ポイントについて 

臨床心理士研修ポイントを申請するためには， 第 14 回大会に終日参加することが必要で

す。終日参加された場合には，研修ポイントを資格認定協会へ申請を予定致しております

(「日本臨床心理士資格認定協会が認める臨床心理学に関するワークショップまたは研修会」

の分野に申請予定)。 
 

＜第 14 回大会に関する連絡先＞ 
  日本コラージュ療法学会第 14 回大会 
  E-mail: collage.conference@gmail.com （参加、研究発表申し込み等の連絡先）  

大会長 伊藤俊樹（神戸大学） 
  大会準備委員 今村友木子（金城学院大学） 山上榮子（森脇神経内科） 
 

＜学会事務局＞ 

事務局長 西村喜文（西九州大学） 
〒840-0806  佐賀県佐賀市神園 3 丁目 18-15 西九州大学臨床心理相談センター内 

日本コラージュ療法学会事務局 
    学会ホームページ：http://www.kinjo-u.ac.jp/collage/ 
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